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館
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は
合
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の
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休
曜
月
、
し
だ
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2019年（令和元年）6月 8

　　　初夏の風物詩
～第45回那覇ハーリー開催～

　　　地域の身近な相談相手
～市長の一日民生委員・児童委員～

　　　第44代那覇観光　　
　　　キャンペーンレディ決定！

修
監
　

会
協
化
文
市
覇
那
】
せ
わ
合
い
問
お
【

　

９
０
９
１・
１
６
８
☎

チ
ブ
ル

頭
。
「
ち
ぶ
る
ぬ
　や
で
ぃ
　な
ら
ん
さ
ー
（
頭
が
痛
く
て
ど

う
し
よ
う
も
な
い
）
」
ち
ぶ
る
や
み
ー
は
頭
痛
。
ち
ぶ
る
ま
が

ー
は
頭
で
っ
か
ち
。
ち
ぶ
ら
ー
は
賢
い
人
。

なはのホットな話題は市FacebookやLINE＠で

5
5 5

3～5
5
10

2019 那覇観光キャンペーンレディとして、城
間愛（しろまあい写真：右）さんと儀武諒子（ぎ
ぶりょうこ写真：左）さんが選出されました。

城間さんは「那覇市とともに成長できる１年に
し、県内外、海外の方に PR できるよう尽力した
い」、儀武さんは「空手道を習っており、伝統文
化の魅力を多くの人に伝えたい」と抱負を述べま
した。

任期は１年間で、県内外における観光宣伝およ
び公式行事に参加し、那覇市の PR や親善交流を
行います。

　那覇の三大祭りの一つ那覇ハーリーが那覇港新
港ふ頭で開催され、3 日間で 20 万 2 千人が来場
しました。
　最終日には一般職域による競漕が行われ、白熱
したレース展開に、観客から大きな声援が送られ
ました。漁業の安全や豊漁を祈願する御

う が ん
願バーリー

のあと、久米・那覇・泊の本バーリーが行われ、
接戦の結果、那覇が優勝し 4 連覇を達成しました。
　お笑いライブやアーティストによるライブ、花
火も行われ、訪れた人は那覇の初夏を楽しんだ様
子でした。

地域住民の生活上の相談を受けたり、福祉サー
ビス利用のためのお手伝いをしたりするなど、行
政や関係機関とのパイプ役を務める民生委員・児
童委員。

この日、一日民生委員に委嘱された城間市長が、
砂
す な べ

邊ハル子さん（91 歳）のお宅を訪問しました。
砂邉さんの健康の秘訣は、油ものはあまり食べ

ない、ベランダでの運動や筋トレ、孫の成長をみ
ること、とのこと。また「訪問に来た民生委員さ
んとお茶会をしてパワーをもらっています」と楽
しそうに話していました。

平和通り沿いにできた公設市場

那
覇
の
市
場

 

～
シ
シ
マ
チ（
肉
市
）・ 

イ
ユ
マ
チ（
魚
市
）・ 

ナ
ー
フ
ァ
ヌ
マ
チ（
那
覇
市
）～

　
戦
前
に
大ウ
フ
マ
チ市
・
那ナ
ー
フ
ァ
ヌ
マ
チ

覇
市
と
呼
ば
れ
た
東
町
の
市

場
は
、
10
・
10
空
襲
や
そ
の
後
の
地
上
戦
に
よ
り

姿
を
消
し
ま
し
た
。
戦
後
は
１
９
４
７
年
、
現
在

の
開
南
バ
ス
停
付
近
に
闇
市
が
で
き
ま
し
た
が
、

交
通
の
取
締
り
を
理
由
に
、
１
９
４
８
年
平
和
通

り
沿
い
な
ど
に
公
設
市
場
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
場
の
精
肉
と
鮮
魚
部

門
は
、
１
９
５
０
年
に
現

牧
志
第
一
公
設
市
場
敷

地
に
移
転
し
（
西
市
場
）、

衣
料
と
雑
貨
部
門
は
平
和

通
り
に
残
り
ま
し
た
（
東

市
場
：
現
牧
志
公
設
市
場

衣
料
部
･
雑
貨
部
）。
移

転
し
た
と
は
い
え
西
市
場
も
バ
ラ
ッ
ク
造
り
で
、

ガ
ー
ブ
川
の
氾
濫
に
よ
り
不
衛
生
な
市
場
で
し
た
。

　
１
９
６
５
年
頃
か
ら
市
場
移
転
の
話
が
持
ち
上

が
り
、
当
時
の
西
銘
市
長
は
約
１
０
０
ｍ
離
れ
た

場
所
を
選
び
、
１
９
６
９
年
に
近
代
的
な
公
設
市

場
（
第
二
牧
志
公
設
市
場
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
西
市
場
は
、
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い

る
商
店
街
と
の
関
係
に
よ
り
移
転
が
進
ま
ず
、
結

局
、
１
９
７
２
年
に
立
て
替
え
ら
れ
、
第
一
牧
志

公
設
市
場
と
な
り
ま
し
た
。

期 

４
月
26
日
（
金
）
～
６
月
24
日
（
月
）

10
時
～
19
時　
※
毎
週
木
曜
は
休
館

国
宝
尚
家
資
料
６
月
の
特
別
展
示

６
月
の
国
宝
衣
装

「
菖
蒲
が
描
か
れ
た
色
違
い
の
紅
型
衣
装
」

期 

５
月
24
日
（
金
）
～
６
月
24
日
（
月
）

那
覇
市
指
定
無
形
文
化
財

壺
屋
焼
10
人
展
～
登
り
窯
へ
の
想
い
～

　
こ
れ
か
ら
の
壺
屋
焼
の
担
い
手
10
人
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
「
登
り
窯
で

の
焼
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
登
り
窯
で

の
作
陶
に
挑
戦
し
た
作
品
を
展
示
す
る
と
共
に
、

登
り
窯
に
対
す
る
想
い
や
壺
屋
焼
と
登
り
窯
の
歴

史
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
那
覇
市
伝
統

工
芸
館
で
は
６
月
21
日
～
30
日
ま
で
、
「
そ
ば
マ

カ
イ
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
販
売

展
を
開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
催
：
壺
屋
焼
物
博
物
館
・
壺
の
会
）

期 

６
月
21
日
（
金
）
～
７
月
８
日
（
月
）

※
7
月
8
日
は
な
は
の
日
の
た
め
臨
時
開
館

場 
壺
屋
焼
物
博
物
館　
３
階
企
画
展
示
室

費 
無
料

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
資
料
整
理
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
６
月
11

日
（
火
）
か
ら
常
設
展
示
の
作
品
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

期 

６
月
3
日
（
月
）
～
6
月
10
日
（
月
）

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

 　

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

　
来
年
２
月
ま
で
、
毎
月
学
芸
員
が
沖
縄
の
焼
物

の
歴
史
を
順
を
追
っ
て
解
説
し
ま
す
。
７
回
以
上

参
加
し
た
人
に
は
「
壺
屋
焼
物
博
物
館
常
設
展
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
無
料
で
贈
呈
。
第
２
回
目
は

「
海
外
の
焼
物
が
集
ま
っ
た
沖
縄
」
と
題
し
、
12

世
紀
頃
か
ら
沖
縄
に
も
た
ら
さ
れ
た
海
外
産
陶
磁

器
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

期 

６
月
16
日
（
日
）
10
時
～　
１
時
間
程
度

費 

常
設
展
観
覧
料
が
必
要
（
大
学
生
以
下
無
料
）

申 

不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。




